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東岡崎駅北口周辺の混雑解消に向け 

第２回東岡崎駅交通結節点整備検討会を開催しました。 
 

 １０ 午後３時 第 東月２日（月） より、 ２回 岡

駅交通 節点整 開催 今崎 結 備検討会を しました。

東 駅 高機能 交通 節点回は、 岡崎 を な 結 とするた

め 何 必要かに が ということについて検討しま

した。具体的には、以下の３つ 項の 目です。 

  (１)『歩行者･自転車ネットワーク』 

  (２)『道路網』 

    (３)『駅前広場』 

 

（１）歩行者・自転車ネットワーク ～駅と中心市街地との連携を強化～  

現状 

・ 中心 街 駅 ぶ３橋市 地と を結 殿橋 明 橋 吹矢橋 歩 や（ 、 代 、 ）は、 行者 転車自 の交通量 比べに 歩道 幅 狭て の が

安 性 低 状態く、 全 の い にあります。 

・ 内地区 歩道 幅員 狭 ろ 多 ど 快適 歩 空間 状況の は が いとこ が いな 、 な 行 といえる では せんありま 。 

方針 

安全で快適な歩行者・自転車動線を新たに検討します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 乙川に歩行者・自転車橋を新たに検討する 

・ 既存 橋 耐震性能の は 等 問題の から歩道拡幅 不が

可能 めなた 、殿橋と明 橋代 の間 新に たな橋を検

討します。→ 康生地区と 安 動線 確の 全な の 保。 

■ 東岡崎駅前地区内の歩行者ネットワークを充実 

・ 既存の 道路 歩車 存道路区画 において 共 化等を検

討して行きます※。 

→ 街 賑わ 創の いを 出する。また 内 周地区 の  

遊性 向上 せを さ る 

・ 堤防道路に歩道の新設を検討していきます。 

歩車 存道路 通過交通 進 抑制※ 共 ･･･ の 入を 歩 や 転車し 行者 自 の

安 守 め全を るた に、 動車 減速 車道 幅員自 が自然に するよう の を

せ カ ブや段差 れ ど れ 歩変化さ たり ー を取り入 るな して設計さ た

優 道路行者 先 。 

ＶＯＬ．２ 

 
東岡崎駅交通結節点整備検討会の内容をお伝えします 

回覧 

歩行者・自転車橋を検討 歩車共存道路化等

を検討 

東岡崎駅 

軸となる動線 

 
駐輪場新設 

駐輪場新設 

堤防道路歩道新設 

２００６年１１月１５日 
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（２）道路網 流れ スム ズ～交通の を ー に～  

現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針 

西 一色駅前の東 道路（岡崎 線）の混雑解消を目指し 

ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(都) 色線岡崎一 の(都) 駅 戸橋線～岡崎 平 (都)明 橋代

線間 双方向 続 渋滞 発において、 で連 的な が 生してい

ます。 

原因は？ 

・ 東 駅前 経由 通過交通 駅 商店街岡崎 を する 、 及び

ア 交通 集中等への クセス が している めた 。 

・ 駅前広場への出入り( 般車 タ シ一 及び ク ー) １が

交差点 集中つの に し、交通 混雑が している めた 。 

 

 

 

① (都) 一岡崎 色 集 分散させ線に 中する交通を る 

・ 堤防道路 拡幅 駅 進 め 南北道路の 、 に 入するた の

以 南北道路 新 両道路（ 下 ）の 設を行い、 を対面

通 可能行 にします。 

 

② 用入 出 分離駅前広場の自動車 口・ 口を する 

 

③ バス へ かう 、そ 他を中心とする駅 向 交通と の  

一般 分離交通の動線を する 

・ (都) 駅 戸橋線から東 駅 向か バ岡崎 平 岡崎 に う ス

を「堤防道路→南北道路」 誘に 導します。 

 

 

 

 

さら 、に  

将来的に明代 信号 差 間橋～駅前 交 点 で自動車交通の 

規制等を ていき検討し ます。 

→ ・ 駅周辺 歩 中心において 行者 のまちづくりの

展開 図を る。 

・ 駅前通過交通を減少 せさ る。 

 

 

(都) 一色岡崎 線 

堤防 拡幅道路の  

ＩＮ ＯＵＴ 
東岡崎駅 

バス動線 

南北道路の新設  

ＩＮ ＯＵＴ 
東岡崎駅 

規制等自動車交通の

を検討 
バス動線 

混雑 

東岡崎駅 

(

都)

岡
崎
駅
平
戸
橋
線 

(

都)

明
代
橋
線 

渋滞 

ＩＮ、ＯＵＴ
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（３）駅前広場 各種機能 え 空間～ を備 た の整備～  

 現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針 

限られ 用 、高機能 目指た 地内で な駅前広場を します 

■ 駅前広場 拡張の と ビル用駅 地の確保が必要です 

・ 駅前広場 機能強の 化 拡張 必要には用地 が です。 

■ 立体駅前広場の 化 

・ 歩 車 動線 離行者と の を分 し 安、 全 確を 保すると

ともに、駅前 広 確 め 駅前広の がりを 保するた 、

立 れ わせ 線路上場 体化を行い、こ にあ て への自

由通路設置 橋上駅 必要、 化を行う が出てきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ビル駅 の配置 ついてに  

・ ビ 西側ルを 配 明 橋側からに 置した場合、 代 見た

圧迫感 られときの が大きいと考え ます 駅ので、

前 景観形 慮の 成を考 して駅ビ 東側 配ルは に 置す

望ることが ましいと考えています。 

・ 駅ビ 東側 配ルを へ 置することにより、商店街や

中心 街 続性 持 せ 賑わ 動線市 地との連 を た 、 い を

確保します。 

 

 

＜ 求められ 機能＞駅前広場に る  

交通 所の連絡場 としての機能 加に え、近年では中心

街 活性 資 機能 都 玄 口市 地の 化に する 、 市の 関 として

景観形 機能の 成 々 機能 求められ等、様 な が ています。 

 

れら 機能 駅前広 整 めこ の を備えた 場を 備するた には、

現況 駅前広 不足の 場の面積では します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   質疑応答 どな  
 
質 拡幅は民 へ拡張堤防地の道路 地の方 す

か、 へ拡張 かるの 川の方 するの 。 
回民 側 南側 拡張地 、 へ する考えである。 
 
意 拡幅は絶対やめてほ い堤防道路の し と

元 言われ 景観 悪影響 与え地 で た。 に を ると

か、狭い ころ 大型バスが入ってく こと に る

明代橋 

立体駅前広場 駅ビル 

 
 

ＯＵＴ ＩＮ 
駅前広場の拡張 

駅ビル用地の確保 

自
由
通
路 

上 舎橋 駅  

駐輪場・駐車場 

用地、代替地等 

必要面積  
約7,000㎡  

都 決市計画 定面積  
約4,600㎡※  

不足分 

約 2,400㎡  
＝

駅前広場 

歩 車 動線行者と の を分

離 めするた に 

立体駅前広場の 化 

駅前広 由通路 整 性確場及び自 との 合 保の めた に  
上橋 駅化 

駅の南北 動線 確の を 保

めするた に  
由 置自 通路の設  

※現況面積 4,600㎡のうち約 1/2 古屋鉄道は名 が所有  
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危険性が増 か、 くさんとになると すと た の

意見が出 べく ら、こ 拡幅は避た。なる な の

てほ いけ し 。 
 明代 から 側橋 東 は非常 狭く、に 堤防地を

民家が借用 てい 所もあ それ 取し る場 る。 を

り上げられ 困 いう意見もあっると ると た。 
回個別 情 解の事 があることは理 できるが、

ず 想 交通 節点検討会では、ま は、理 的な 結

姿の について検討していく。 
 
意殿 明代 間 一本作って橋と 橋の に新橋を

も、明代橋と駅前の間の 確保歩行者動線を

い 、流れがう くいか いだろうしな と ま な 。 

回駅周辺道路 歩についても、 行者 歩は 行者

トのルー を 転車、自 は駐輪 新場も たに考え

ら動線 作なが を りたいと考えている。 

 

質限られ 空間 バス タ シ 一た の中で ･ ク ー･

般車 空間 確の を 保 は困難するの 。市 体全 の

政策 いう観 は、一般交通 と 点で 車 公共と 交

優先順位はどう か通の なの 。 

回市としては公 交通 け共 をできるだ 大事

方にしていくという考え 持 方向を つ 進で

めていきたい。 
 
意 差 ころが多 れば多いほど危交 すると け

険が伴うこ 踏 えて 、とを ま 歩行者 自転車の

考えていか れば ら い安全を なけ な な 。 

 
意ＩＮ、ＯＵＴ あり、ＩＮから ビルと 駅 の

が入っていくよう 見え が、中に車 に る そこ

ら は柔軟 考えてい だき い辺 に た た 。 
回必ずしも駅ビ 中 味ルの に入るという意

で 次 実際 どん 車 流れはない。 回、 に な の に

か 示なるの を したい。 
 
質 高架 こ線路を にする は可能 かと なの 。 

回高架 鉄道 立 交差 道路化事業は と 体 する

整 から れの 備 生ま る 多ことが い 鉄。名 は行

政から れば 緒の協議があ 、一 に協議する。

駅 け 前後 数㎞整また、 だ でなくその を 備す

必要る がある。 
回費 効 や かか 期間 ど用対 果 事業に る な を

わ 論考え、市としては行 ないという結 であ

る。 
 
意 上 合、 が 上橋 駅にした場 歩行者 橋の を通

って って、 商店 過 てしま 駅前 街を通 し しま

う は いか いう不 があので な と 安 る。 
 
意バス てはバスタ ミナルはロ タとし ー ー

リ 式 、十分 発着 所数ー で な 場 期待 ていを し

る。 
 
意出入り口 ついてに は、バス 一般 分と 車を

てほけ いし 。 

 
今後 予定の検討会の開催  

第３回  
 時日  平成１８年１１月２２日（水） 

午前９ ３０から：  
 所場  職員健 館 育室岡崎市 保会 体  
第４回  
 時日  平成１９年１ 旬月下  

所場  未定 
議 公会 の 開 

 公開検討会は しています。また、岡崎市

ホ ムペの ー ージにも会議録や会議資料を

掲載 ご覧していますので ください。 

http://www.city.okazaki.aichi.jp/yaku

sho/ka1007/higashiokazaki.htm 

問合せ先 

 企画政策部企画調 課岡崎市 整  

電 話 0564-23-6452 

E - MAIL  
kikakuchosei@city.okazaki.aichi.jp 


